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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成20年11月13日(2008.11.13)

【公表番号】特表2004-513079(P2004-513079A)
【公表日】平成16年4月30日(2004.4.30)
【年通号数】公開・登録公報2004-017
【出願番号】特願2002-518242(P2002-518242)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  38/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ   5/093    (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ   5/113    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ  37/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/04    　　　　
   Ｃ０７Ｋ   5/093   ＺＮＡ　
   Ｃ０７Ｋ   5/113   　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年8月4日(2008.8.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
鎮痛有効量の式（Ｉ）：
ｐＧＬＵ－Ｘ－Ｙ－Ｚ　　　　　　　　　　　　（Ｉ）
［式中、ＸはＧＬＹ、ＶＡＬ、ＧＬＵ、ＡＳＰ、ＳＥＲ、ＡＬＡ、ＡＳＮ、ＧＬＮ、ＩＬ
Ｅ、ＬＥＵ、ＰＲＯ、ＬＹＳおよびＡＲＧよりなる群から選択されるアミノ酸であり、
ＹはＴＲＰまたはＴＨＲであり、
そしてＺはＬ－アミノ酸であるか、またはＺは存在せず、
そしてＺがＬ－アミノ酸である場合にはＹおよびＺの両方でなく一方がＴＲＰであり、そ
してＺが存在しない場合にはＹ＝ＴＲＰである］
のＬ－アミノ酸類を含んでなるペプチド、
または鎮痛有効量のアルキル基が該ペプチドのアミノ酸と結合され、該アルキルがＣ２－
Ｃ３０よりなる群から選択されるペプチド誘導体、
及び薬剤学的に許容可能な賦形剤
を含んでなる局所投与用の薬剤組成物。
【請求項２】
該アルキル基がアミド結合により結合されている請求項１に記載の薬剤組成物。
【請求項３】
該アルキル基がエステル結合により結合されている請求項１に記載の薬剤組成物。
【請求項４】
ＸがＡＳＮである請求項１に記載の薬剤組成物。
【請求項５】
該アルキルがＣ４－Ｃ３０よりなる群から選択される請求項１に記載の薬剤組成物。
【請求項６】
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該アルキルがオクチル基（Ｃ８）である請求項５に記載の薬剤組成物。
【請求項７】
該ペプチドがテトラペプチドである請求項１に記載の薬剤組成物。
【請求項８】
該ペプチドがトリペプチドでありそしてＺが存在しない請求項１に記載の薬剤組成物。
【請求項９】
式（Ｉ）：
ｐＧＬＵ－Ｘ－Ｙ－Ｚ　　　　　　　　　　　　（Ｉ）
［式中、ＸはＧＬＹ、ＶＡＬ、ＧＬＵ、ＡＳＰ、ＳＥＲ、ＡＬＡ、ＡＳＮ、ＧＬＮ、ＩＬ
Ｅ、ＬＥＵ、ＰＲＯ、ＬＹＳおよびＡＲＧよりなる群から選択されるアミノ酸であり、
ＹはＴＲＰまたはＴＨＲであり、
そしてＺはＬ－アミノ酸であるか、またはＺは存在せず、
そしてＺがＬ－アミノ酸である場合にはＹおよびＺの両方でなく一方がＴＲＰであり、そ
してＺが存在しない場合にはＹ＝ＴＲＰである］
のＬ－アミノ酸類を含んでなるペプチド、
またはアルキル基がアミノ酸と結合しており、該アルキルの長さがＣ５またはそれより長
い該ペプチドの誘導体であって、
ただしＺがＬ－アミノ酸である場合には、Ｘ＝ＡＬＡであるなら、ＺはＬＥＵまたはＭＥ
Ｔでなく、Ｘ＝ＬＹＳであるなら、ＺはＡＬＡまたはＰＲＯでなく、そしてＸ＝ＰＲＯで
あるなら、ＺはＶＡＬまたはＭＥＴでなく、
そしてさらにただしＺが存在しない場合には、該ペプチドはそのアミノ酸に結合された該
アルキル基を有する
ペプチドまたはペプチドの誘導体。
【請求項１０】
該アルキルがＣ５－Ｃ３０よりなる群から選択される請求項９に記載のペプチド。
【請求項１１】
該アルキルがオクチル基（Ｃ８）である請求項１０に記載のアルキルエステル。
【請求項１２】
請求項９～１１のいずれかに記載のテトラペプチド。
【請求項１３】
請求項９～１１のいずれかに記載のトリペプチド。
【請求項１４】
鎮痛有効量の請求項９に記載のペプチドを含んでなる疼痛の処置または予防のための薬剤
組成物。
【請求項１５】
鎮痛有効量の請求項９に記載のペプチドのアルキルエステルまたはアミドを含んでなる疼
痛の処置または予防のための薬剤組成物。
【請求項１６】
該ペプチドがｐＧｌｕ－Ａｓｎ－Ｔｒｐ－Ｔｈｒ、ｐＧｌｕ－Ａｓｎ－Ｔｈｒ－Ｔｒｐ、
またはｐＧｌｕ－Ａｓｎ－Ｔｒｐ－Ｌｙｓ－Ｃ８である請求項１に記載の薬剤組成物。
【請求項１７】
ｐＧｌｕ－Ａｓｎ－Ｔｒｐ－Ｔｈｒ、ｐＧｌｕ－Ａｓｎ－Ｔｈｒ－Ｔｒｐ、またはｐＧｌ
ｕ－Ａｓｎ－Ｔｒｐ－Ｌｙｓ－Ｃ８である請求項９に記載のペプチド。
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